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１．【新機能】Excel摘要からの仕訳変換取込

規定の Excelフォーマットを用いて仕訳取込を行います。
日付、摘要文言から、摘要マスタに従った仕訳作成を行うことができます。

内容

摘要マスタから仕訳変換

注

摘要マスターの消費税区分
対応は２２年３月

複合仕訳対応は
２２年４月予定



－3－

１．【新機能】Excel摘要からの仕訳変換取込

F７ 初期導入 期首残高登録 ⇒ F７ー２ 摘要マスター登録 ⇒ 変換仕訳の設定／ ⇒ 取込
Excelの摘要設定

準備 発展会計とExcelの変換設定
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１．【新機能】Excel摘要からの仕訳変換取込

新設の Excel摘要仕訳取込からExcelを取り込みます。
取込時に、日付・摘要文言から、摘要マスタに従った仕訳作成を行うことができます。

取込方法
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１．【新機能】Excel摘要からの仕訳変換取込

変換キーワードとなる摘要マスターの摘要とExcelの摘要一覧で同期更新をしてください。
それによりExcel取り込み時の変換キーワードの不一致エラーがなくなります。

運用
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２．仕訳日記帳（画面） ソート順の追加

仕訳入力などと同様に画面上にソート順（表示順）の機能を追加いたします。

内容

・伝票番号順
・伝票日付順
・入力日時順
に対応。伝票番号順は、月単位で伝票番号
を附番している場合は、月、伝票番号の順
でソート。
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３．仕訳日記帳（画面） 検索条件の期間選択に通期を追加

他の検索条件と同様に期間範囲の選択に通期の選択を追加いたします。

内容
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４．科目マスタ登録 科目検索コードの表記

科目マスタ登録内の科目ツリーの一覧内にて、科目検索コードを表記する機能を追加いたします。

内容

“検索コードの表示”のチェックボックスをオンとすることで、
一覧のツリー内に検索コードを表記する機能を追加いたします。
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５．金額入力欄全般 条件画面での『/』入力での000入力対応

帳票出力条件などの金額範囲検索で金額入力欄にて『/』を入力することで
000が入力されるよう機能追加をおこないます。

内容

キーボード
”/”(スラッシュ)

を入力

尚、伝票入力などの入力画面では既存で機能しております。
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６．一覧表関連 PageUp/Downキーでのページ送り機能追加

仕訳日記帳などの一覧表において
PageUp/Downキーで一覧の次ページへ遷移する機能を追加いたします。

内容

キーボード
”PageUp”・“PageDown”

を入力を入力することで、一覧表
のページ遷移の機能を追加。
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７．残高系帳票 帳票内に税込・税抜の表記を追加

帳票出力条件に、税込・税抜の条件がある帳票に対して
必ず出力帳票内に区分を表記するようにいたします。

内容

現行
年度別会計マスタの消費税経理処理方式と異なる消費税の集計を印刷画面で
選択したときのみ、帳票に税込、税抜の表示がされる。

対応後
消費税経理処理方式の設定に関わらず、税込・税抜を表記する。
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８．元帳印刷関連 ページ番号表記の機能追加

元帳の表示条件に、ページ出力の条件を追加いたします。
ページ番号の附番のルールは科目単位となります。

内容

・総勘定元帳
・簡易総勘定元帳
・補助元帳
・簡易補助元帳
・取引先別元帳
に対して対応。
ページ番号は、科目が切り替わるたびに１ページ目にリセット。
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９．合計残高試算表（画面）→総勘定元帳 検索対象の年度の保持

合計残高試算表（画面）から総勘定元帳にドリルダウンした際に
検索対象の年度を保持するよう修正いたします。

内容

令和２年度の総勘定元帳として出力される。

現行
進行年度に当る令和３年度となる。

例）合計残高試算表（画面）にて
令和２年度（前年度）の内容を表示し
、総勘定元帳へドリルダウン
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１０．SCARU過去データアップロード

データ件数が 0件の場合
これまでアップロード処理を行い、ステータス「データ化不可」としてエラーとして扱っていましたが、
アップロード処理を行わずエラーとしないように変更します。

内容

メッセージダイアログが表示され、アップロ
ード処理がされなくなります。


